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旨 

請願の趣旨 
 貴職が市政の向上に日々務めておられることに敬意と謝意を表します。 

さて、高齢者の補聴器装用に利点の多いことを国立病院機構東京医療センターに設置され

ている感覚器センターで聴覚障害研究室長を務める神崎晶（かんざきしょう）医師の研究成

果から４点を紹介して、本市における補聴器購入時の助成制度制定の請願趣旨の裏付けとし

ます。 

ア 認知機能の改善と脳機能の回復を中心とした調査のため、軽度から中程度の老人性難聴

症状がある６５歳以上の１９人を対象に、装用前、装用３カ月、装用６カ月後に脳機能検

査をしたところ、言葉の聞き取りは４９％が改善し、聴力の維持は２７％ができた。 

イ ６５歳以上の３４人に補聴器の装用をした結果、認知症が改善する効果が確認できた。 

ウ 脳内では聴覚をつかさどる領域と視覚に関係する領域に機能的な連係が見られ、聴覚が

衰えると視覚が情報収集を代行する。ＭＲＩ技術を利用したｆＭＲＩ（機能的磁気共鳴画

像法）という研究手法により、その様子を詳しく調べたところ、補聴器を装用することで

視神経による代行の必要性が低くなる可能性が観察できた。 

エ １８年以上にわたって２年おきに、５０歳以上の２０２０人を対象として聴力と問診を

行ったところ、難聴が軽度であればあるほど補聴器の装用で認知機能の低下を予防できる

ことが観察できた。 

 

以上のように、補聴器を装用することで日常会話の聞き取りが向上することはもちろん、

軽度のうちに対応するほど認知症の進行を抑える効果があり、視覚神経の負担も軽減する効

果が期待できるということになります。 

補聴器は手軽に購入できるほど安価なものではありません。高齢者が健康な生活を維持で

きるよう、補聴器購入時の助成制度を制定するようお願いいたします。 

 

請願事項 
 安城市は高齢者に対する補聴器購入時の助成制度を制定してください。 

 


